
※令和４年度の成果は事業年度終了時に集計



・基盤整備による生産効率の良い土地の整備が重要
・地産地消の拡大を推進したい

先端技術を活用できる農業者の育成が求められる。

環境負荷低減農産物の普及には生産者と消費者双方の意識醸成が重要

効率的に生産できる基盤整備が重要

就農をするための初期投資が甚大で新規参入の妨げなっている。

環境負荷低減農業の重要性は理解しているが、規格外品などにより
商品価値が下がることが予想されることから特に取り組んでいない。

農地保全のためにも小規模農家は必要

農薬や環境負荷について、海外のバイヤーはシビアであり、今後、
「完全無農薬・環境負荷低減」など食の背景を気にする時代が訪れる。

・生産者が経済的にも精神的にも安定していることが重要で
あり、生産者の視点に立った計画にしてほしい。

・生産者と行政が連携した販路拡大の視点も検討してほしい

農家数、農業従事者数ともに減少していることから静岡市の農業を
守っていくためには、今後、担い手の確保が重要になる。

農業が環境負荷低減に貢献するものになり、そこに消費者である市
民が参画、支援していくことでＳＤＧｓに合致した計画になる。

温暖な気候で多彩な作物に恵まれており、安心・安全なものを供
給するために静岡市の農業をもっとＰＲして地産地消を推し進めて
ほしい。

多様な担い手の育成に国も基本計画で大きく舵を切った。中間層
に対する支援は今後の農業の追い風になり、副業など働き方も変
わってくる。

環境負荷低減に貢献する農業に取り組まなければならない。しか
し、環境負荷低減も必要だが生産量の確保など既存の農業も継続し
ていかなければならない。

就農するための知識がないことに加え、天災などで安定した収入が見
込めず、経営予測しにくいため農業が職業の選択肢にならない

有機栽培されている農産物が必ずしも良いものとは思えない。
慣行栽培には慣行栽培の良さがある。



強み Ｓ 弱み Ｗ

機会 O

機会Ｏ × 強みＳ ＝ 積極化戦略
（１）世界的な環境意識の高まり×SDGｓハブ都市
⇒ 環境に配慮した持続可能な農業の実現

（２）安全・安心な食品を求める消費者×多彩な作物のできる環境
⇒ 地産地消の推進

（３）高級志向への需要の変化×認知度が高い作物の存在
⇒ ブランド化による消費拡大

機会Ｏ × 弱みW ＝ 段階的戦略
（５）半農半Ｘの担い手への位置づけ×農業従事者の高齢化と担い手不足
⇒ 新たな農業従事者の育成・確保

（６）先端技術の開発×機械化導入の遅れ
⇒ 先端技術等による作業の効率化、省エネ

脅威 Ｔ
脅威Ｔ × 強みＳ ＝ 差別化戦略

（４）農地の減少×畑地帯総合整備事業の計画地区の増加
⇒ 基盤整備、農地の集積

脅威Ｔ × 弱みＷ ＝ 消極的戦略

♢静岡県食と農の基本計画（令和4（2022）年3月策定）
♢県全体の施策の推進方向として以下の2つの「基本方向」の
もと、「地域編」として中部農林事務所（静岡市全域）の
農業の振興方向について策定されている。

＜基本方向１＞ 生産性と持続性を両立した次世代農業の実現

＜基本方向２＞ 人々を惹きつける「都」づくりと
持続可能な農村の創造

～ 地域編（中部農林事務所）～
◆施策の展開方向
①農業の生産性向上と環境負荷軽減の推進
②次代を担う農業経営体の育成
③市場と生産が結びついたマーケティング戦略の推進
④人々を惹きつける都づくり
⑤美しく活力のある農村の創造

♢令和２年３月に食料・農業・農村基本計画（中⾧期的な農政
指針）を閣議決定。

♢令和３年５月に「みどりの食料システム戦略」を策定
♢人・農地プランの推進・多様な担い手の創出

♢JA３ヵ年計画
＜基本方針＞
農業生産の拡大（現状の10％アップ46億円の販売高の実現）
経営環境に対応した事業・経営の転換（事業利益1億円以上の確保）
＜基本目標・重点目標＞
① 生産の拡大に直結する農業振興を行います
② JA事業で生産拡大を強力に後押しします
③ 生産拡大を応援する組合員を育成します
④ 新時代に対応した事業改革を行います

♢JA３ヵ年計画
＜重点課題＞
（1）農業生産の拡大
質の高いサービス提供のために、JA事業の基本循環(組合員の農業所得
向上→営農事業の利用→貯金・共済への資金循環)の原点である、農業
生産拡大に取り組む。
【基本目標】
① 生産拡大に直結する農業振興を行います
② JA事業で生産拡大を強力に後押しします
③ 生産拡大を応援する組合員組織を育成します
④ 新時代に対応した信用・共済事業改革を行います
⑤ 収支均衡に向けた経済事業改革を行います

静岡市農業協同組合

清水農業協同組合

第４次総合計画における「SDGsの推進」、分野別計画における「多彩な資源を活かし、持続可能な農林水産業を営めるまちの実現」に向けた「人材・組織の育成」「生産基盤の構築」「静岡市ブラン
ドの強化」との整合を図る。

県の動向国の動向



担い手の確保 SWOT(5)農業所得の向上 SWOT(3),(4),(6)

継続的課題に係る取組 強化が必要な課題に係る取組
第２次計画の推進イメージ

多様な担い手の創出及び育成 SWOT(5)

静岡市グリーン農業の推進 SWOT(1)

地産地消の推進 SWOT(2)

基盤整備事業 経営講座

農業用ドローン体験会 収穫体験経営継承 エコマーク 地元農産物
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